
 

 

  
昼夜の寒暖差も大きくなり、少しずつ冬の訪れを感じる頃となりました。子どもたちはどんぐりや落ち葉集め

に夢中になり、秋の自然を感じながら楽しんでいます。運動会の練習を見て、ダンスを真似してみたり、「がんば

れー」と応援したりする可愛い姿もありました。 

 お友だちと一緒に遊ぶ時間も増え、お友だちの名前を呼んで遊んだり、くしゃみをした子や転んだ子に「大丈

夫？」と声を掛けたりする姿が見られています。時には取り合いになることもありますが、その姿も成長の一つ

として見守り、お互いの思いを受け止めながら関わるようにしています。 

 これからさらに寒くなりますが、衣服の調節を行い、体調の変化に気を付けながら、寒さに負けず元気に戸外

遊びを楽しみたいと思います。 

令和７年 11 月 4 日(火) 

尚徳福祉会 井荻保育園 

 
１１月ほしぐみだより 

今月のねらい 

・保育者に見守られながら、衣服の着脱を

自分でやってみる。 

・散歩や遊びを通して、木の実や葉っぱ 

など秋の自然物に触れる。 

☆お兄さんお姉さんとの関わり☆ 

園庭に出ることやお散歩の機会が増え、つき組さんと手を繋いで一緒にお散歩に行ったり、たいよう組の

お兄さんお姉さんに靴を履かせてもらって一緒に遊んだり…と異年齢の関わりが多く見られるようになりま

した。「お部屋に入ろう」と保育者が誘っても来ない時でも、お兄さんお姉さんに手を繋いでもらうと嬉しそ

うにテラスに向かっていく姿もあり可愛らしいです！これからも他のクラスと一緒にお散歩に行く機会や活

動を増やしていけたらと思っています。 

おしらせ 

・外遊び用の薄手のジャンパーをご用意く

ださい。（フードがないもの） 

・「自分でやりたい！」という気持ちが出て

きています。サイズが合った着脱しやすい

洋服の用意をお願いします。ロンパースや

後ろボタンの洋服は自分で着ることが難

しいためご家庭でご使用ください。 

 


